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酵素的非対称化反応を用いた(－)-mycestericinEの合成研究
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【目的】当研究室では、酵素的非対称化反応を用い、アミノ基が隣接する不斉 4
級炭素の構築法の検討を行い、その結果を前年会において報告した。1) この酵素
的非対称化反応により得られた光学活性モノアセチル体 (2)を用いて、免疫抑制活
性を有する(－)-mycestericin E (1)2) の全合成研究に着手した。 
【実験・結果】 2 から 5 工程でアルデヒド体 (3)を合成した。一方、市販の
1,3-dithianeから合成した 43)をアルキン (5)とカップリングさせて 6とし、その後 4
工程経てブロモ体 (7)へと変換した。現在 7を Grignard試薬とし、3とキレーショ
ン制御による付加反応を行い目的の立体配置を有する 8に変換した後、1の合成を
検討中である。 
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